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Ⅰ ３つの核となる重点施策
１ 観光目的客の取り込み ～個人旅行の誘客促進～

個人の価値観やライフスタイルの変化等により、会社の慰安旅
行等の団体旅行が減少し、家族や友人・知人等と出かける個人旅
行が観光の主流形態となっていることから、「個人旅行の誘客促
進」につながる施策に重点的に取組みます。

■阿波おどりの通年活用
・本県が世界に誇る阿波おどりの通年化に向け、「はな・はる・フェスタ」の春の阿波おど

り、８月の本番に加え、「秋の阿波おどり」を開催し、有名連による「阿波おどり大絵
巻」や、県外連を対象とした「全国阿波おどりコンテスト」などのイベントも行い、観光
誘客を推進した。
また、冬の閑散期において、阿波おどりを活用した旅行商品を造成する旅行会社を支援し
た。（観光政策課）
◆秋の阿波おどり H30.11.2～4 入場者数19,000人 コンテスト参加8連

■集客力の高いイベントの展開
・ 「マチ★アソビvol.20」（H30.5.4～6）、「ぷち★アソビvol.７｣ (H31.2.23～24)

「マチ★アソビvol.21×国際アニメ映画祭」（H30.9.22～10.8）の開催を支援した。
・ 「とくしまマラソン２０１９」（H31.3.17）の開催を支援した。（にぎわいづくり課）

■「おどる宝島！パスポート」の充実強化
・本県の認知度向上や観光客の増加を図るため、スマートフォンで利用できる観光アプリを

開発し、パスポート形式のスタンプラリーを行うなど、観光客の県内における周遊促進や
発信に努めた。（観光政策課）
◆H30年度 「徳島たびプラス」開発
◆H30年度 「徳島たびプラス」おもてなし施設数 約５８０施設

■他県に勝てる「食の名物」を創造
・地産地消協力店制度や阿波尾鶏指定料理店、徳島産はも指定料理店の登録の推進等により、

徳島県産メニューを提供する飲食店等と連携して県外客にもPRすることにより、徳島なら
ではの食を提供した。（もうかるブランド推進課、畜産振興課、水産振興課）

■体験型教育旅行の推進
・東海地域を対象に、本県への教育旅行に関心のある旅行会社を招請するファムツアーを実

施し、新たな市場からの誘客促進を図るとともに、受入家庭に対して長崎県五島市で開催
された「全国ほんもの体験フォーラム」への参加経費の一部を助成することで、体験型観
光受入態勢の充実を図った。（観光政策課）

方向性方向性

（１）誘客コンテンツの整備（１）誘客コンテンツの整備
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■商談会、ファムツアーの実施
・旅行会社向けプロモーションとして商談会、ファムツアー等を実施した。（観光政策課）

◆商談会
・「オール徳島」観光商談会（東京）H30.5.15
・３旅連合同徳島PRキャラバン（大阪）H30.11.29
・2018しあわせぐるり、しこくるり。四国観光商談会

（東京）H30.9.27 （大阪）H30.10.10 （名古屋）H30.10.24
◆ファムツアー

・旅行会社向け視察旅行 H30.6.26～27

■発地の旅行会社への強力な営業
・旅行会社向けプロモーションとして観光セミナー等を実施した。（観光政策課）

◆JR四国 大阪商品説明会 H30.5.30
◆観光セミナー

・ 「オール徳島」観光セミナー（東京）H30.9.13
・徳島観光セミナー（札幌）H31.2.12 （福岡）H31.3.29

（３）旅行商品の造成促進（３）旅行商品の造成促進

■旅行者に「直接届く」効果的な魅力発信
・「＃徳島あるでないで」キャンペーン（観光政策課）

◆オンライン旅行会社や大手旅行会社のウェブサイトを中心に、「徳島県特集ページ」を設置
し、「体験」や「食」を組み込んだ宿泊プランを設定した。

◆徳島の魅力を新発見・再発見してもらうため、SNSを活用した投稿キャンペーンを実施した。
・旅行雑誌や県観光情報サイト「阿波ナビ」を通じて旅行目的客に直接届く形で、旬の情報を積極

的に提供した。（観光政策課）
・県観光情報サイト「阿波ナビ」の多言語版及びスマートフォン対応した機能へのリニューアルを

実施した。（観光政策課）

■重点発地でのプロモーション
・首都圏、関西圏に加え、空路で繋がる札幌、福岡等において、観光プロモーション、旅行会社

セールス等を実施した。（観光政策課）
◆四国ブロック観光情報説明会（東京）H30.6.4、Ｈ30.12.4
◆KNT-CT国内大交流コンベンション（東京）H30.7.12
◆旅行会社セールス等（首都圏、関西圏、中京圏、広島、福岡、札幌、仙台ほか）

（２）効果的な情報発信（２）効果的な情報発信
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２ ビジネス目的客の取り込み

企業・産業活動や研究・学会活動等と関連するコンベンション
は、多くの集客交流が見込まれ、宿泊、飲食、物産、交通など地
域経済への効果のほか、学会開催による研究開発支援などの波及
効果も期待できることから、学会、大会、競技大会など「コンベ
ンション誘致の促進」につながる施策に取組みます。

■大会誘致の促進
・国内・国際コンベンションの誘致を促進するため、開催計画などの情報収集と意向調査に

努め、関係団体等にその情報提供を行った。また、魅力あるアフターコンベンション情報
を主催者に対して的確に発信し、県内での滞在日数や周遊箇所数の拡大に努めた。
（県観光協会）

・県内で開催されるコンベンションで、支援助成金の対象要件を満たす場合は、コンベン
ション主催者に対し開催費を助成するほか、郷土芸能等のアトラクション助成やシャトル
バス運行等の助成を行った。さらに、延べ1000泊以上のコンベンションについては県立施
設の使用料相当額を助成した。（県観光協会）

・全国規模のＭＩＣＥ誘致促進を図るため、主催者側で開催の決定権を有する責任者などが
コンベンション施設等の視察を希望する場合は、積極的に提案を行った。（県観光協会）
◆国際MICEエキスポ（東京）
◆大阪ＭＩＣＥディスティネーション・ショーケース（大阪）

方向性方向性

国際MICEエキスポ
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３ 「訪日外国人4０００万人時代」に向けた取組み

国においては、平成２５年６月に「観光立国実現に向けたアク
ション・プログラム」を策定し、東南アジア諸国のビザ要件緩和
等、観光立国の実現に向け取り組んできた結果、平成２５年の訪
日外国人旅行者数年間１,０００万人を史上初めて達成し、オリ
ンピック・パラリンピック東京大会が開催される２０２０年には
4,０００万人の高みを目指すとしています。
本県においては、最近の円安傾向やＬＣＣ（格安航空会社）な

どの新規就航等による航空座席供給量の増加等の訪日観光に対す
る追い風を最大限に活かし、これまでの東アジアや東南アジアに
向けた団体旅行中心の誘客に加え、個人旅行の誘客、欧米でも人
気のあるお遍路やアニメなど、「求められる観光資源」を「求め
る市場」に情報発信し、外国人観光誘客を推進します。

■国、地域の特性に合わせた誘客の推進
・香港、台湾の旅行会社やメディアを招聘し、本県の観光ＰＲを行った。

また、現地の旅行展示会への出展や旅行会社との商談の実施、現地セミナーの開催を行っ
た。さらに、ＳＮＳによる情報発信を行い、一般消費者に向けても本県のＰＲを行った。
（海外誘客室）

・四国４県で連携し、韓国の旅行会社を招聘しファムツアーを実施した。また、教育関係
機関等の訪日教育旅行の受入れを実施した。（海外誘客室）

・四国連携により、タイにおいて旅行会社との商談会を実施するとともに、シンガポールや
マレーシア等の旅行会社訪問や、タイ向けにＳＮＳによる情報発信を行い、一般消費者に
向けても本県のＰＲを行った。（海外誘客室）

・本県経済活性化や国際交流促進を図るため、徳島阿波おどり空港へ就航する国際便への運
航支援を行うとともに、現地における積極的なエアポートセールスを実施した。
（次世代交通課）

・香港定期便による交流拡大、地域経済の活性化に向け、個人旅行者向けに現地メディアを
活用した情報発信や二次交通等の支援を行い、本県への誘客拡大を図った。
（海外誘客室）

■効果的な情報発信
・徳島県多言語観光情報ウェブサイト「Discover Tokushima」（英語・繁体字・簡体字・

ハングル）による情報発信、SNSを活用した情報発信（香港向け、台湾向け、タイ向け、
英語圏向け）を実施した。（海外誘客室）

・徳島県観光情報サイト「阿波ナビ」において、本県への宿泊者の多い外国人観光客（香港、
台湾）向けに、中国語（繁体字）をはじめとして、中国語（簡体字）や英語、韓国語での
ＳＮＳ情報発信を行った。（海外誘客室、県観光協会）

方向性方向性
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■ＭＩＣＥの誘致
・展示会等の機会で関係を持った主体に対する継続的な徳島県観光情報の発信を行った。

（海外誘客室）
・国際コンベンションの誘致を促進するため、開催計画などの情報収集と意向調査に努め、

関係団体等にその情報提供を行った。また、魅力あるアフターコンベンション情報を主催
者に対して的確に発信し、県内での滞在日数や周遊箇所数の拡大に努めた。（県観光協会）

■ニューツーリズムの推進
・アニメキャラクターや作品群を活用し、徳島ならではのコンテンツに磨きをかけ、国内外

に情報発信するとともに、交流の拡大を図った。（にぎわいづくり課）

■受入環境の整備
・新たなクルーズ客船の寄港や一年を通じた寄港の実現による寄港数増加を図るため、市町村

や関係機関と連携し、積極的なポートセールスを実施するとともに、徳島ならではのおもて
なしの充実強化を図った。（運輸政策課）

・外国クルーズ船寄港時において、通訳ボランティアの派遣とともに観光案内を実施し、受
入体制の充実を図った。（観光政策課）

・訪日外国人が快適に旅行できる環境を実現するため、県内事業者を対象に多言語表記やＷｉ
－ｆｉ環境整備等に関する経費の一部支援を行うなど、受入環境の整備を図った。
（観光政策課）

・徳島県多言語観光情報ウェブサイト「Discover Tokushima」において、ハラール対応施設
の情報発信を行った。（海外誘客室）

ダイヤモンドプリンセス
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Ⅱ ７つの基本方針
１ 将来の観光を担う人材の育成

徳島県には、長年にわたるお接待文化により培われた「訪れる
人を迎えるおもてなしの心」があります。こうした強みにさらに
輝きを増し、「徳島県が目指すべき将来像」の実現に向けた県民
総ぐるみのおもてなしの向上のため、地域の観光リーダーをはじ
め徳島県の将来の観光を担う人材の育成を推進します。

■小中高等学校での学習の推進
・社会や理科において地域教材を活用した学習の展開を図った。また、特別活動（学校行

事）の遠足や宿泊学習、総合的な学習の時間で地域の人・もの・ことと触れ合う機会の充
実を図った。（学校教育課）

・本県が作成した郷土資料「子どもたちに伝えたい郷土（徳島）の偉人」と「ふるさと探
検」が、小中学校において十分に活用されるよう推進した。（学校教育課）

■郷土を再発見できる講座の開催
・徳島の魅力を自ら体感し、その良さを発信できるよう、座学や体験講座により郷土の良さ

やその価値について学ぶ講座を開催した。（県立総合大学校本部）
・徳島の文化・自然・くらし等に関する地域に密着した学習を通して、「ふるさと徳島」を

再発見するための講座や、地域の活性化、特色ある地域づくりなどの取組みにつながる講
座を開催した。（総合教育センター生涯学習支援課）

・剣山や吉野川をはじめとする、にし阿波ならではの地域の魅力を再発見する「地域づくり
実践講座」を開催した。（西部総合県民局）

・阿波人形浄瑠璃の後継者育成のため、伝承教室を開催した。（文化資源活用課）
・未指定文化財も含めた総合的な文化財調査を実施し、文化財を核とした「まちづくり」と

地域活性化に向けた取組みを地域（自治体）とともに推進し、ジャンルの違う文化財の総
合的・発展的な活用を図った。（文化資源活用課）

■郷土について学びたい方への学習情報の提供
・生涯学習に関する６種類の情報(講座・イベント、人材・指導者、団体・サークル、施設、

視聴覚教材、マナビィセンター図書情報)を提供し、県民の学習支援を行うとともに、生
涯学習への関心・意識の向上を図った。（総合教育センター生涯学習支援課）

方向性方向性

（１）観光に対する理解と関心の醸成（１）観光に対する理解と関心の醸成

6



■リーダーの育成 ／ 観光従事者の育成
・体験型観光に精通した専門家からのアドバイスを受けながら、コーディネーターのレベル

アップを図るための研修会を行った。また、新たな地域における体験型観光をコーディ
ネートする組織を整備するなどの取組みを促進した。（県観光協会）

・選考基準に基づき当協会賛助会員３５５団体・企業からの推薦により本県観光振興に積極
的な取り組み等のある者を表彰した。（県観光協会）

■外国人観光客に対応できる人材の育成
・県内で組織したボランティア通訳団体「徳島ＧＧクラブ」において、多言語観光案内シ

ミュレーション、県内通訳人材スキルアップのための通訳人材養成セミナーを開催し、県
内における外国人受入体制の整備を図るとともに、座学研修や現地観光地での実践型研修
を行い、県内における外国人受入人材の確保に努めた。（観光政策課）

■観光分野でのＩＣＴ活用人材の育成
・県内在住の観光振興に興味がある人材を対象に、ＩＣＴを活用した情報提供を呼びかけ、

県観光情報サイト「阿波ナビ」等を通じて広く情報発信を行った。（県観光協会）

（３）観光の振興に寄与する人材の育成（３）観光の振興に寄与する人材の育成

■ 主要観光地等でのガイドによる対応
・剣山周辺エリアへインバウンド客を呼び込むため、商品造成やトレッキングガイド研修を

行った。（西部総合県民局）
・2020年の東京オリンピック・パラリンピックを見据え、来県する外国人観光客や世界に向

けて、郷土徳島の魅力を英語で発信できる人材を育成した。（グローバル・文化教育課）
◆Tokushima英語村プロジェクト・ステップアップ事業

日 程：H30.6～H30.12の間で計８回
受講生：県内高校生２2名
内 容：①徳島県の魅力に関するテーマ別研修

②英語通訳、タブレット端末等の活用術研修
③県外観光地への視察学習
④県内各観光地での実習

・県内観光ボランティア団体等の観光事業に携わる人材育成を図るための各種研修を実施し
た。（県観光協会）

・観光ボランティア活動の認知度を高め、活動従事者の意欲の向上、ひいては本県を訪れる
観光客へのホスピタリティ向上を図るため、観光ボランティアガイド功労賞表彰制度によ
り、２団体２個人に対して表彰を行った。（観光政策課）

（２）「おもてなしの心」を生かした観光客の受け入れ（２）「おもてなしの心」を生かした観光客の受け入れ
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２ 「阿波とくしま」の魅力あふれる観光地づくり

徳島県が誇る観光資源により一層磨きをかけ、新たな観光資源
を掘り起こすとともに、安心して快適な旅行を楽しんでいただけ
るホスピタリティなど観光地としての魅力の向上に努め、観光客
に「行ってみたい」、「来て良かった」、「また来たい」と思っ
ていただける魅力あふれる観光地づくりを推進します。

■観光客との交流が生まれる観光地づくり
・都市部イベントでのPR、ホームページ開設による四国内のグリーン・ツーリズム関連施設

の紹介、グリーン・ツーリズム実践者研修会の開催等により、農山漁村と都市住民の交流
を推進した。（鳥獣対策・ふるさと創造課）

・空き家を改修し、地域の交流施設として活用した。（住宅課）

■地域が一体となって取り組む観光地づくり
・鳴門の渦潮の世界文化遺産登録に向け、顕著な普遍的価値を証明するための学術調査を実

施した。また、学術調査結果をもとにした普及啓発事業を実施し、鳴門の渦潮が有する文
化的価値を広く発信するとともに、世界遺産登録に向けた機運醸成を図った。
（文化資源活用課）

・「四国八十八箇所霊場と遍路道」の世界文化遺産登録に向け、課題である資産の保護を進
めるため、札所と遍路道の調査を行うとともに、県内関係市町等と連携し、機運醸成イベ
ント等を実施した。（文化資源活用課）

・「体験」「和食」「土産・物産」に一貫したストーリー性を持たせることにより外国人観
光客の興味を結びつけ、体験プログラムへの参加、連泊、食事回数増などにより、圏域内
での消費額アップを図った。（西部総合県民局）

・今まで埋もれていた「自然」「文化」を体感できたり、これまでの旅行商品では設定して
いなかった「早朝や夜間の時間帯」に実施するプログラム・コンテンツなど、インバウン
ド目線の新しい視点でのプログラムを開発した。（西部総合県民局）

・県が積極的に関わることで、県東部エリアを管轄する（一社）イーストとくしま観光推進
機構、県西部エリアの（一社）そらの郷、県南部エリアの（一社）四国の右下観光局の３
つの日本版DMO・日本版DMO候補法人が登録され、県内全域において観光地域づくりを
担う体制が整った。（観光政策課、南部総合県民局、西部総合県民局）

■ユニバーサルツーリズムの推進
・すべての人が安心して外出できるようにするため、県内におけるユニバーサルデザインの

配慮がなされた施設の情報を、県のホームページで地図として提供しており、随時、デー
タの修正、追加を行った。（障がい福祉課）

・外国人にもわかりやすい観光案内標識の整備とともに、「高速道路ナンバリング」の導入
を推進した。（道路整備課）

方向性方向性

（１）住んでよし、訪れてよしの観光地づくり（１）住んでよし、訪れてよしの観光地づくり
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■お遍路と県内各地での観光の組み合わせ
・女性や若年層をターゲットとする県内観光と遍路体験を組み合わせたモデルプランを

県観光情報サイト「阿波ナビ」に掲載し、PRを実施した。（観光政策課）
・観光総合パンフレットにおいて、各札所を巡る「遍路旅」として情報発信を行った。

（観光政策課）
・各地の自然や、四国八十八箇所をはじめとする歴史的・文化的遺産などに親しみながら、

歩いて四国を一周できる「四国のみち」の整備を推進した。（環境首都課）

■伝統芸能の振興、活用
・これまで磨き上げてきた「あわ文化４大モチーフ」の発展とともに、徳島に息づく「あわ

三大音楽」を進化・振興することで県民が主役となる文化活動を促進し、心豊かな暮らし
の実現に繋げるため、「阿波人形浄瑠璃魅力発信」「阿波藍体験」「とくしま音楽祭」等
を実施した。（県民文化課）

・本県が世界に誇る阿波おどりの通年化に向け「秋の阿波おどり」を開催し、観光誘客を促
進するとともに、好評であった「全国阿波おどりコンテスト」等県外連向けのイベントを
充実させるとともに、情報発信力を高め、東京オリンピック・パラリンピックの開会式で
の阿波おどり披露を目指した。（観光政策課）
◆秋の阿波おどり H30.11.2～4 入場者数19,000人 コンテスト参加8連

・「はな･はる･フェスタ」への助成を通じ、「春の阿波おどり」を活用した誘客を図った。
（観光政策課）
◆「はな・はる・フェスタ２０１８」 来場者数 ２１万人

・阿波おどりに関心の高い首都圏在住者に本場徳島の阿波おどりやその歴史及びあわ文化の
魅力を知っていただくため、「阿波おどり」講座等を開催した。（東京本部）

・関西・中部地方の大学等で、出張阿波おどり教室を開催した。
（関西本部、名古屋事務所）

・県外でのイベントや観光キャンペーン等において阿波おどりや人形浄瑠璃などを上演し、
伝統芸能のPRに努めた。（観光政策課、東京本部、関西本部、名古屋事務所）

・「徳島市阿波おどり」の際に、無料桟敷やにわか連、総合案内所の運営、交通円滑化の事
業に助成するとともに、県外客への県庁外来駐車場の開放や駐車場情報の提供を行った。
（観光政策課）

・アスティとくしま及び小松島港本港南岸倉庫を阿波おどりの練習場所として提供した。
（観光政策課、県観光協会）

■伝統工芸の振興、活用
・東京の百貨店での工芸品展に、阿波正藍しじら織を出展し、伝統的工芸品産業の振興を

図った。（観光政策課）
◆伝統的工芸品展 ＷＡＺＡ ２０１９

H31.2.21～26 東京都東武百貨店池袋店
・徳島県物産観光交流プラザ「あるでよ徳島」で藍染め、しじら織シャツの販売を実施し、

地場産業の振興を図った。（観光政策課）

（２）観光資源の育成（２）観光資源の育成
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■宿泊施設、飲食店等における地元食材の活用
・「食」をテーマにした観光パンフレット「たべたび徳島」を作成し、本県の誇る食の魅力

を発信した。また、県観光情報サイト「阿波ナビ」でも、「たべたび徳島」のキャンペー
ン頁を作成し、ウェブ上でのプロモーションを併せて実施した。（観光政策課）

・地産地消協力店制度や阿波尾鶏指定料理店、徳島産はも指定料理店の登録推進等により、
徳島県産メニューを提供する飲食店等と連携して県外客にもＰＲすることにより、徳島な
らではの食を提供した。
（もうかるブランド推進課、畜産振興課、水産振興課）

■観光資源の掘り起こし
・国内外から観光誘客の促進、地域資源を活用した誘客コンテンツの創出を図るため、「マ

チ★アソビ」や「とくしまアニメ大使」と連携したイベントを企画し、情報発信を行った。
（にぎわいづくり課）

・文化の森総合公園各館（図書館、博物館、近代美術館、文書館、２１世紀館、鳥居龍蔵記
念博物館）において、年間を通じ企画展等を開催し、徳島の文化創造活動の発展を支える
拠点として、観光客の誘致を図った。（文化の森振興本部）

10

■徳島ならではの食の提供
・地産地消協力店制度や阿波尾鶏指定料理店、徳島産はも指定料理店の登録推進等により、

徳島県産メニューを提供する飲食店等と連携して県外客にもＰＲすることにより、徳島な
らではの食を提供した。（もうかるブランド推進課、畜産振興課、水産振興課）

（３）郷土料理や物産など総合的な魅力向上（３）郷土料理や物産など総合的な魅力向上

活鱧キャンペーン



■県産品のブランド化推進
・「徳島ならではの優れた県産品」である「とくしま特選ブランド」を、新たに１３点認定

した。（観光政策課）
・日本航空（株）との間で「観光」や「食」の振興など５分野において締結している「包括

連携協定」に基づき、日本航空(株)の徳島阿波おどり空港スタッフが「阿波藍」ブラウス
を着用し、徳島ブランドを発信した。（観光政策課）

・民間企業との連携により「木頭ゆず」を使った新商品の開発及び店舗を活用した全国販売
を行うとともに、新規就農者が農業経営に参入するきっかけづくりとして、宿泊施設と連
携した「短期就農モデルツアー」を実施した。（南部総合県民局）

・にし阿波の強みである雑穀、そば、ごうしゅいも、茶などの在来種について、「徳島剣山
世界農業遺産推進協議会」と連携し、急傾斜地畑の景観、地域ストーリーを絡めた高付加
価値化を図り、生産振興を行った。そばについては、「そらのそば」のブランドを確立し、
利活用を推進した。（西部総合県民局）

■県産品の販路拡大・販売促進
・部局間連携により、事業者の認知度拡大と全国への販路拡大の強化を図った。

（観光政策課）
◆中国四国イオン会合同見本市 H30.9.5～6
◆スーパーマーケットトレードショー2019 H31.2.13～15
◆フーデックス2019 H31.3.5～8

・県産品のブラッシュアップや販路開拓を目的とした事業者向けセミナーを実施した。
（観光政策課）

・大都市で展開するトップセールスの開催、協力店（飲食店）でのフェア開催などのほか、
「ターンテーブル」「地域商社阿波ふうど」及び２台のPR車両といった本県ならではの
ツールを組み合わせ、大消費地での各種取組みを連動させることで、県産品の認知度向上
と販路拡大を促進し、「とくしま回帰の流れ」を創出した。（もうかるブランド推進課）

とくしま特選ブランド
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■観光地の連携による周遊型観光の推進
・四国の右下観光局と連携のもと、「四国の右下」ならではの体験型観光やイベント企画等

を行い、県南エリアにおける地域資源を活用した誘客を促進した。（南部総合県民局）
・県西部での各種滞在プログラム、観光素材・コンテンツを集約した「にし阿波～旅のガイ

ドブック」(英語、繁体字の他言語翻訳）の紙媒体版と電子媒体版を作成した。
（西部総合県民局）
・本県の認知度向上や観光客の増加を図るため、パスポート形式のスタンプラリーを行うな

ど広域的な観光ルートの開発や発信に努めた。（観光政策課）
・県観光情報サイト「阿波ナビ」の多言語版及びスマートフォン対応した機能へのリニュー

アルを実施した。（観光政策課）
・県が積極的に関わることで、県東部エリアを管轄する（一社）イーストとくしま観光推進

機構、県西部エリアの（一社）そらの郷、県南部エリアの（一社）四国の右下観光局の３
つの日本版DMO・日本版DMO候補法人が設立され、県内全域において観光地域づくりを
担う体制が整った。（観光政策課、南部総合県民局、西部総合県民局）

■観光に関する情報の共有化
・県観光情報サイト「阿波ナビ」において、季節ごとに旬の情報を収集、発信した。また、

開催中の地域イベントに参加し、体験談などを随時ＳＮＳで発信したほか、市町村や市町
村観光協会等から情報提供してもらい、観光情報の発信に努めた。（観光政策課）

■観光従事者の育成
・県内における体験型観光の受入態勢を整備するため、地元スタッフのスキルアップを図る

研修会を開催するとともに、教育旅行関係者への広報及び海外旅行会社を招聘した県内視
察ツアーを実施し、体験型観光による誘客促進を図った。（観光政策課）

（４）地域の観光の振興に関する総合力の向上（４）地域の観光の振興に関する総合力の向上
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■自然体験活動等を通じた環境学習の推進
・環境学習を通して小中学生の問題解決力を育むため、地域と学校等が連携し、コミュニ

ティーを通じた環境学習が実践できるよう、アドバイザーの派遣や学習教材の提供などの
支援を行った。また、環境学習の取組みが広がるよう、環境活動成果の発表会を開催した。
（環境首都課）

・「県立佐那河内いきものふれあいの里」において、徳島の四季折々の豊かな自然にふれあ
える自然観察会等を実施した。（環境首都課）

・「県立神山森林公園イルローザの森」の適正な管理運営を行うとともに、県外客に対する
情報発信やＰＲを強化するなど、森林公園への誘客を図った。（林業戦略課）

・牟岐少年自然の家において、子供の健全な育成を図るため、小中学生に自然体験、集団宿
泊体験の機会を提供した。また、県内外の一般の利用者に対しては、様々な体験活動メ
ニューの提供と主催事業を実施した。（生涯学習課）

■環境と景観の美化
・アドプト・プログラム吉野川を推進し、吉野川の環境美化を進めた。（県民環境政策課）
・「ごみゼロの日」キャンペーン、「ごみゼロ阿波おどり大作戦2018｣をはじめ、各地域、

各環境ボランティア団体とともに協働して、環境と景観の美化に向けた普及啓発に取り組
んだ。（環境首都課）

・遍路道等における環境美化を促進するため、関係団体との連携のもと、粗大ゴミ・大量投
棄ゴミの撤去を協働して行うなど、主体的に取り組む市町村を支援した。（環境指導課）

・住民と行政が協働で道路景観の向上を図り、地域の歴史・文化や自然を活かした地域づく
りを支援する「とくしま風景街道」の取組みを推進した。（高規格道路課）

・「とくしまマラソン」のコースとなっている吉野川において、雄大で風光明媚なその魅力
を最大限に輝かせるため、ボランティア団体等と連携し、河川堤防等を桜など四季折々の
花々で彩った。（流域水管理課）

（５）自然環境及び良好な景観の保全（５）自然環境及び良好な景観の保全
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■着地型観光での利便性の向上
・「にし阿波お勧めビューポイント」をホームページやパンフレットの配布・パネル展の開

催などにより広くＰＲを行い、「にし阿波～剣山・吉野川観光圏」の魅力向上に繋げ、観
光客の当地への来訪滞在の促進を図った。（西部総合県民局）

・全国に配布されるアウトドアイベントのパンフレットに、スポーツ以外の食をはじめ地域
資源に関する情報サイトの案内を行い、圏域の魅力について情報発信を行った。（南部総
合県民局）

■道の駅での的確な情報提供
・市町村と連携しながら産直市が楽しめるなど、地域交流等拠点施設を目指し「道の駅」の

サービス機能の強化を図った。（道路整備課）
・各種観光パンフレットを作成し、道の駅を活用した的確な情報提供に努めた。

（観光政策課）

■駐車場の確保
・徳島市阿波おどりの開催期間中、県外ナンバーの車両に対して県庁駐車場を開放し、観光

客の利便性の向上を図った。（観光政策課）
◆最大利用時 210台

・鳴門公園への観光客が集中するゴールデンウィークやお盆期間中において、無料駐車場の
設置や無料シャトルバスを運行するなど、地元の市、関係事業者、指定管理者と連携し、
渋滞の緩和対策を行った。（にぎわいづくり課）

■一次交通の向上
・徳島阿波おどり空港発着路線の維持・拡充を図る利用促進事業を実施した。（福岡線団体

旅行助成、乗継割引路線ＰＲ等）（次世代交通課）
・四国を循環する高速交通ネットワークである「四国８の字ネットワーク」や主要幹線道路

の整備を推進した。（高規格道路課）
◆四国横断自動車道

①徳島JCT～徳島東 用地取得・工事促進
②徳島東～小松島 用地取得・工事促進
③小松島～阿南 用地取得・工事促進

◆阿南安芸自動車道
④桑野道路 調査設計・用地取得促進
⑤福井道路 調査設計・用地取得促進

◆一般国道５５号
⑥牟岐バイパス 用地取得・工事促進
⑦阿南道路 工事促進

◆一般国道１９２号
⑧徳島南環状道路 用地取得促進

◆一般国道３２号
⑨猪ノ鼻道路 工事促進
⑩３２号改築防災 調査設計促進

・徳島小松島港沖洲（外）地区に、船舶の大型化や緊急物資の海上輸送に対応した、耐震強
化岸壁を有する複合一貫輸送ターミナルの整備を推進した。（運輸政策課）

（６）観光客の利便性の向上（６）観光客の利便性の向上
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■事故、災害への備えに関する情報発信
・異常気象や自然災害等において、海外や県外からの観光客に情報発信を行う主要な観光案

内所、宿泊施設等で構成する「にし阿波トラベルステーション」の効果的な運用に取り組
んだ。（西部総合県民局）

■事故、災害発生時の迅速かつ的確な情報提供
・防災・危機管理情報「安心とくしま」ホームページにおいて、大雨に関する情報をはじめ

とした様々な危機事象について、地理空間情報との連動により、迅速かつ正確な情報の周
知に努めた。（危機管理政策課）

・災害時における通信手段の確保を図るとともに、平時には観光情報等の提供・発信に活用
するため、避難所や観光施設等に整備した「Ｔｏｋｕｓｈｉｍａ Ｆｒｅｅ Ｗｉ－Ｆｉ」
の運営を行った。（地域振興課）

（７）安全及び安心の確保（７）安全及び安心の確保

■二次交通の整備
・地域住民の生活交通手段を確保するため、地域間の幹線となるバス路線を支援することに

より、観光客にとっても広域の移動手段が確保され、利便性が向上した。
（次世代交通課）

・観光客と接する機会が多く、来県者の徳島に対する印象を左右する「タクシー運転者」の
「おもてなし力」の向上を図ることを目的に、「おもてなしタクシー」の充実強化を図っ
た。（観光政策課）
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３ 新たな観光旅行の開拓と滞在型観光の推進

観光客の多様なニーズに応える旅行プランが提供できるよう、
新たな観光旅行の開拓に努めるとともに、徳島県の魅力をより一
層実感していただけるよう、本県ならではの魅力あふれる観光資
源を活用した体験型観光などに積極的に取組むことにより、滞在
型観光を推進します。

■グリーン・ツーリズム、ブルー・ツーリズムの推進
・活力と魅力にあふれた農山漁村を創出するため、農林水産業とこれに関連する食・景観等

を未来に伝えるべき資源「むらのたから」として認定するとともに、この資源を活用し
「農泊」に取り組む地域を育成した。（鳥獣対策・ふるさと創造課、農山漁村振興課）

・「南阿波よくばり体験」、「そらの郷山里物語」を中心とした体験型観光について、地域
が一体となった取組みを支援した。（観光政策課）
◆H30年度 体験型教育旅行の受入泊数 4,498泊

■エコツーリズムの推進
・本県の優れた自然景観を有する自然公園の管理等を通じて、エコツーリズムを推進した。
（環境首都課）

■医療観光の推進
・海外の旅行博での情報発信や国内外の関係する旅行会社に対してセールスを実施した。
（海外誘客室）

■食を活用した観光の推進
・平成30年下期に、「食」をテーマにした観光パンフレット「たべたび徳島」を作成し、

本県の誇る食の魅力を発信した。また、県観光情報サイト「阿波ナビ」でも、「たべたび
徳島」のキャンペーン頁を作成し、ＷＥＢ上でのプロモーションを併せて実施した。
（観光政策課）

・「徳島の活鱧」のブランド品目としての確固たる地位を築くため、「徳島の活鱧料理
味わいキャンペーン」の内容を強化して実施するとともに、「日本三大はも祭り！」での
ＰＲ等を行った。（水産振興課）
◆「日本三大はも祭り」におけるＰＲ＜祇園祭、天神祭、阿波おどり＞

・にし阿波において「食」を活用した観光振興を実現するため、「主たる滞在促進地区」及
びその周辺地域を中心にガストロノミーブランド化に取り組んだ。（西部総合県民局）

方向性方向性

（１）新たな観光旅行の開拓（１）新たな観光旅行の開拓
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■体験型教育旅行の誘致
・関係機関との連携により、「交流の質」を高め、受入を支援するとともに、海外の学校関係

機関、訪日教育旅行を取り扱う旅行会社等への積極的な誘致活動を行い、相手のニーズに
応じた本県の魅力（体験型観光、伝統文化等）を発信した。（海外誘客室）

・東海地域を対象に、本県への教育旅行に関心のある旅行会社を招聘するファムツアーを実施
し、新たな市場からの誘客促進を図った。（観光政策課）

・徳島県月見が丘海浜公園において、緑豊かな海浜の景観、公園施設を活かしたバーベキュー
体験等を通じて、キャンプ体験型旅行の誘致を行った。（都市計画課）

（２）観光客の滞在促進（２）観光客の滞在促進
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■観光資源の特色を生かした観光プランづくり
・宿泊者の増加を図り、地域経済活性化につなげるため、宿泊事業者が施設の魅力アップに取

り組む事業に対して支援した。（観光政策課）
・「体験型観光」による地域振興を一層推進するため、個人向け商品の開発や農林漁家民宿の

開業等を促進するなど、受入組織への支援に取り組んだ。（南部総合県民局）
・剣山及び周辺エリアの商品提案を行うためのツアー造成を図った。（西部総合県民局）
・勝浦町「ビッグひな祭り」や吉野川市「鴨島大菊人形」等、一定期間開催されるイベント情

報のPRを行った。（観光政策課）

■観光地の連携による周遊型観光の推進
・本県の認知度向上や観光客の増加を図るため、パスポート形式のスタンプラリーを行った。

また、観光総合パンフレットでは、徳島県を周遊するモデルコースなどを紹介し、広域的
な観光ルートの開発や発信に努めた。（観光政策課）
◆H30年度 おどる宝島！パスポート発行数 約２２万８千冊（累計）
◆H30年度 おどる宝島！パスポートおもてなし施設数 約６３０施設

（うち淡路島約５０施設）



４ 情報発信の強化による「観光とくしまブランド」の確立

多くの観光客に選択される徳島を目指して、自然、文化、体験、
食など多くの宝にあふれた本県の魅力を発信し、「阿波とくし
ま」の知名度向上を図るとともに、マスメディアや県人会のネッ
トワーク等を活用した広告宣伝の実施など広く国内外に向けた情
報発信を推進します。

■人的ネットワークの活用
・関西広域連合管内のシルバ－大学生等が一堂に会する「関西広域連合管内シルバ－大学校

共同講義事業」を大阪府で開催し、共同講義等を通じて交流を深めることで「府県を越え
た新たな仲間づくり」や「新たな生きがいづくり」を図った。（長寿いきがい課）

■インターネット、携帯サイトの活用
・インターネットを活用した県産品のＰＲや県内事業者の電子商取引の促進を図り、販路拡

大を図った。（観光政策課）
◆「あるねっと徳島」で県産品約７００品をネット販売
◆「楽天市場 あるでよ徳島」に出店し、県内事業者の電子商取引を推進

・「阿波ふうどスペシャリスト」を育成・拡大することにより、効果的な「阿波ふうど」の
PRを波及的に行った。また、「徳島の食」の魅力を発信することにより、「徳島ファン」
を増やし、徳島への「人の流れ」を創出した。（もうかるブランド推進課）

■情報発信拠点の充実
・災害時における通信手段の確保を図るとともに、平時には観光情報等の提供・発信に活用

するため、避難所や観光施設等に整備した「Ｔｏｋｕｓｈｉｍａ Ｆｒｅｅ Ｗｉ－Ｆｉ」
の運営を行った。（地域振興課）

・県外事務所内観光コーナー、都内アンテナショップなどのＰＲコーナーにおいて観光ポス
ター等を展示するとともに、各種観光パンフレットを旅行業者や来客者に提供した。また、
各種イベントにおいても積極的に観光情報の提供を行った。
（東京本部、関西本部、名古屋事務所）

・県民や県外からの観光客に対し、県内で開催されるイベント等の情報を効果的に発信する
ため、道路情報板にその内容を表示した。（道路整備課）

・県観光情報サイト「阿波ナビ」のリニューアルを実施し、人工知能（ＡＩ）を活用したＦ
ＡＱサービスや体験・食等の外部サイトとの連携機能を新たに追加した。（観光政策課）

・県観光情報サイト「阿波ナビ」において、季節ごとに旬の情報を収集、発信した。また、
開催中の地域イベントに参加し、体験談などを随時ＳＮＳで発信したほか、市町村や
市町観光協会等から情報提供してもらい、観光情報の発信に努めた。（観光政策課）

方向性方向性

（１）徳島県の魅力に関する情報発信（１）徳島県の魅力に関する情報発信
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■県民一人一人の情報発信力の向上
・「宝の島・徳島」を素材にしたデジタルコンテンツを顕彰することにより、地域の魅力の

発信とクリエーターの発掘・育成を図った。（地域振興課）
・県内の魅力ある情報を県民が持ち寄って全国に向けて発信するＷＥＢシステムを運用し、

観光誘客の推進を図った。（地域振興課）
・県立総合大学校の支援により、県民が自ら講師となり自ら開催する県民企画講座において、

インターネットやパソコンについての講座を開催し、県民のスキルアップを図った。
（県立総合大学校本部）

・「♯徳島あるでないで」や県観光情報サイト「阿波ナビ」のSNS（フェイスブック、イン
スタグラム）を活用し、徳島県の観光情報を発信した。（観光政策課）

■大都市圏でのアンテナショップの活用
・全国に向けた、徳島県産品・観光の情報発信や県産品の販路拡大を実現するため、大阪・

名古屋での物産センターの運営や、東京・福岡・札幌においてコンビニ協働事業を活用し
たアンテナショップ、「阿波とくしまアンテナショップ」認定支援等による展開を図った。
（観光政策課）

■観光・物産展の開催
・大都市圏の百貨店やスーパー等において、四国観光物産展や徳島県単独の観光物産フェア

を開催できるように働きかけ、本県特産品の販路拡大と誘客を図った。（観光政策課）
・「新鮮なっ！とくしま」号及び「でり・ばりキッチン 阿波ふうど号」の２台のPR車両の

それぞれの特性と機動力を活用し、徳島の豊かな食「阿波ふうど」を中心に観光や文化等
の徳島の魅力を発信した。（もうかるブランド推進課）

・南阿波グルメの地域内外での浸透を図るため、食イベントの開催等を通じて「四国の右
下」の魅力ある食をPRすることで、交流人口の増加と販売額の拡大に取り組んだ。
（南部総合県民局）

■総合的な情報発信活動の強化
・平成30年度下期に「食」をテーマにした観光パンフレット「たべたび徳島」を作成し、

本県の誇る食の魅力を発信した。また、県観光情報サイト「阿波ナビ」でも「たべたび徳
島」のキャンペーン頁を作成し、ＷＥＢ上でのプロモーションを併せて実施した。
（観光政策課）

・近畿圏等との交流拡大を図るため、近畿圏等の府県と広報紙等のスペースを交換し、「本
県の魅力発信」を行った。（秘書課）

・「とくしま宝島協議会」において、「３旅連合同キャンペーン」を支援した。
（観光政策課）

・県内のイベントや観光施設等での「すだちくん」によるとくしまの情報発信を行った。
（地方創生推進課）

・本県の認知度向上や観光客の増加を図るため、兵庫県（淡路島）と連携し、パスポート
形式のスタンプラリーを行った。（観光政策課）
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■旅行会社への積極的な情報提供
・旅行会者向けプロモーションとして商談会を５回、ファムツアーを１回実施した。

（観光政策課）
◆商談会

・「オール徳島」観光商談会（東京）H30.5.15
・３旅連合同徳島PRキャラバン（大阪）H30.11.29
・2018しあわせぐるり、しこくるり。四国観光商談会

（東京）H30.9.27 （大阪）H30.10.10 （名古屋）H30.10.24
◆ファムツアー

・福岡地区旅行会社向け視察旅行 H30.6.26～27

（３）旅行商品づくり（３）旅行商品づくり

■ロケーションブランドの確立
・「徳島県ロケーション・サービス」を中心に、積極的にロケの誘致、支援を行った。

◆ロケ支援件数 56件（映画2件、テレビ番組44件、ＣＭ1件、その他9件）
（観光政策課）

■マスメディアの露出効果の継続的活用
・「徳島国際映画祭」の開催や、徳島の自然・文化・食といったコンテンツをもりこんだ

ＰＲ動画の活用等により、国内外に情報発信を行った。（地方創生推進課）
・各種新聞やフリーペーパー等に、観光やイベントに関する広告や関連記事を掲載してもら

うことにより、徳島県の観光ＰＲに努めた。また、テレビや雑誌等の取材に対して積極的
に協力し、観光素材や特産品のマスメディアへの露出効果を図った。
（観光政策課、東京本部、関西本部）

（２）様々なマスメディアによる魅力の発信（２）様々なマスメディアによる魅力の発信
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５ 国際観光の推進

徳島県が持つ豊かな自然や歴史的、文化的遺産、豊富な食材な
どを活用した外国人にも魅力高い観光メニューを創出するととも
に、観光案内板の外国語表記など外国人観光客が快適に旅行がで
きるような受入環境の整備により徳島県への誘客を推進します。

■海外からの誘客活動の推進
・他県と連携を図り、韓国の旅行会社のニーズに応じてセールスを実施した。

（海外誘客室、県観光協会）
・四国連携により、タイにおいて旅行会社との商談会を実施するとともに、シンガポールやマ

レーシア等の旅行会社訪問や、タイ向けにSNSによる情報発信を行い、一般消費者に向けて
も本県のPRを行った。（海外誘客室）

・関西広域連合、関西観光本部、四国ツーリズム創造機構、せとうち観光推進機構と連携し、
観光プロモーションを実施した。（海外誘客室）

・新たなクルーズ客船の寄港や一年を通じた寄港の実現による寄港数増加を図るため、市町村
や関係機関と連携し、積極的なポートセールスを実施するとともに、徳島ならではのおもて
なしの充実強化を図った。（運輸政策課）

・本県経済活性化や国際交流促進を図るため、徳島阿波おどり空港へ就航する国際便への運航
支援を行うとともに、現地における積極的なエアポートセールスを実施した。
（次世代交通課）

・海外現地における観光プロモーションの実施や商談会の開催、公共交通機関を使った観光
PR、旅行会社の招聘などにより、国際航空便誘致に向けた取組みを推進した。
（海外誘客室）

■伝統文化等を活用した海外における観光宣伝活動
・国外における観光情報の発信と連携した阿波おどりの派遣を行い、外国人観光客の誘客促進

につなげた。（海外誘客室）

方向性方向性

（１）国、地域の特性に合わせた誘客の推進（１）国、地域の特性に合わせた誘客の推進
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■効果的な情報発信の推進
・徳島県多言語観光情報ウェブサイト「Discover Tokushima」（英語・繁体字・簡体字・ハ

ングル）による情報発信、SNSを活用した情報発信（香港向け、台湾向け、タイ向け、英語
圏向け）を実施した。（海外誘客室）

・徳島県多言語観光情報ウェブサイト「Discover Tokushima」において、ハラール対応施設
の情報発信を行った。（海外誘客室）

・海外メディアを招聘し、県内観光施設の取材とともに、現地で発行される雑誌や、ブロ
ガーによる情報発信を行った。（海外誘客室）

・県内在住の留学生等を県内観光地に案内し、ＳＮＳ等で母国へ情報発信してもらった。
（海外誘客室）

・関西広域連合等が運営するホームページにおいて、徳島県を含む関西の広域情報を発信する
とともに、広域にまたがるファムツアーを実施した。（海外誘客室）

・ドイツ・ニーダーザクセン州、中国、湖南省など本県と友好関係にある州、省等の来県にあ
たり物産品や観光地を紹介することで、本県の知名度の向上を図った。（国際課）

・徳島県観光情報サイト「阿波ナビ」において、本県への宿泊者の多い外国人観光客（香港、
台湾）向けに、中国語（繁体字）でのＳＮＳ情報発信を行った。（県観光協会）

・フランス・パリにおいて開催された「ジャポニスム２０１８」に出展し、阿波おどり公演の
実施や、阿波藍を紹介した。（観光政策課、海外誘客室）

（２）効果的な情報発信（２）効果的な情報発信

ジャポニスム2018
阿波おどり公演

ジャポニスム2018
阿波藍の紹介



■主催者への直接的なＰＲ
・展示会等の機会で関係を持った主体に対する継続的な徳島県観光情報の発信を行った。

（海外誘客室）
・国内・国際コンベンションの誘致を促進するため、開催計画などの情報収集と意向調査に

努め、関係団体等にその情報提供を行った。また、魅力あるアフターコンベンション情報
を主催者に対して的確に発信し、県内での滞在日数や周遊箇所数の拡大に努めた。
（県観光協会）

（３）ＭＩＣＥの誘致（３）ＭＩＣＥの誘致
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■新たな旅行商品の造成促進
・観光庁の広域観光周遊ルート形成促進事業において、四国は「スピリチュアルな島～四国

遍路～」として認定されており、四国で連携して遍路文化のＰＲを行った。また、ファム
ツアーや旅行博出展の機会を捉え、遍路文化をはじめとする観光資源のＰＲを行った。
（海外誘客室）

・アニメキャラクターや作品群を活用し、徳島ならではのコンテンツに磨きをかけ、国内外
に情報発信するとともに、交流の拡大を図った。（にぎわいづくり課）

・海外の教育機関等への訪問によるプロモーションや現地教育関係者の県内視察等を通じ、
本県の魅力や受入態勢をＰＲし、教育旅行誘致を促進した。（県観光協会）

（４）ニューツーリズムの推進（４）ニューツーリズムの推進



徳島サマースクール
フリーインタラクション

■海外とのネットワークづくりによる相互交流の活性化
・ドイツ・ニーダーザクセン州やアジア諸地域にある学校との間でパートナーシップ協定締

結促進による学校間交流を促進し、グローバルスタンダードを身につけた人材を育成した。
（グローバル・文化教育課）

・次世代のグローバル・リーダーを育成するため、県南の施設を有効活用して、高校生が、
英語を通して多様な価値観を持った多国籍・同世代の学生と交流し、世界を意識した自己
探求できる場を創造した。（グローバル・文化教育課）
◆期間： H30.8.16～22 6泊7日

場所：県立牟岐少年自然の家、牟岐町海の総合文化センター
内容：少人数セミナー、フォーラム、地域ワークショップ、フリーインタラクション
参加者：高校生 50名（県内30名、県外20名）

ハーバード大学を中心とした海外大学生 14名
国内バイリンガル大学生 14名
県内外の大学生実行委員 14名

（６）海外との相互交流（６）海外との相互交流
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■多言語表記の推進
・訪日外国人が快適に旅行できる環境を実現するため、県内事業者を対象に多言語表記やＷｉ

－Fｉ環境整備等に関する経費を助成した。（観光政策課）

■外国人観光客への案内サービスの向上
・（公財）徳島県国際交流協会において、外国人観光案内業務を実施し、観光情報の提供を

行った。（海外誘客室）

■観光情報収集の利便性向上
・県観光情報サイト「阿波ナビ」の多言語版及びスマートフォン対応した機能へのリニューア

ルを実施した。（観光政策課）

（５）受入環境の整備（５）受入環境の整備



６ 広域観光の推進

徳島県内の各観光地の連携、市町村間の連携、さらには近隣府
県との連携により観光集客力を高めるよう広域観光施策を推進し
ます。

■観光地の連携による滞在型観光の推進
・本県の認知度向上や観光客の増加を図るため、スマートフォンで利用できる観光アプリを

開発し、パスポート形式のスタンプラリーを行うなど、観光客の県内における周遊促進や
情報発信に努めた。（観光政策課)
◆H30年度 「徳島たびプラス」開発
◆H30年度 「徳島たびプラス」おもてなし施設数 約５８０施設

・「体験型観光」による地域振興を一層推進するため、個人向け商品の開発や農林漁家民宿
の開業等を促進するなど受入組織への支援に取り組んだ。（南部総合県民局）

・香川せとうちアート観光圏と連携して、両観光圏の滞在プログラムを組み合わせた旅行商
品の造成に繋げるため、首都圏等の情報発信力の高いインフルエンサーを招請したツアー
等を実施し、モニタリング、情報発信を行った。（西部総合県民局）

方向性方向性

（１）広域的な観光地の形成（１）広域的な観光地の形成
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■近隣府県と一体となった観光への取組み
・四国ツーリズム創造機構及び主要構成団体である四国４県、JR四国と連携し、観光説明会

と商談会を開催するとともに、観光イベント出展、観光AGTセールスを通年で実施した。
（観光政策課）

・「淡路島＆徳島とくとく周遊ガイド」の作製・配布や、「ひょうご・とくしまツーリズム
バス事業」により兵庫県との連携を図った。（観光政策課）

・関西観光本部や関西広域連合加盟府県市との連携による現地トッププロモーションやファ
ムツアーを行い、関西一体となった誘客促進を実施した。（海外誘客室）

・せとうち観光推進機構構成各県連携による海外旅行社向けセミナーの実施やファムツアー
を行い、瀬戸内一体となった誘客促進を実施した。（海外誘客室）

・平成30年７月豪雨災害による風評被害の払拭と広域周遊の促進を図るため、関係13府県で
連携し、宿泊費助成事業「ふっこう周遊割」を実施した。（観光政策課）

（２）四国４県、関西圏及び瀬戸内エリア等での連携（２）四国４県、関西圏及び瀬戸内エリア等での連携



７ 「阿波とくしま」らしいにぎわいの創出

多くの人が集まる場には、活気とにぎわいが生まれ、そして人や
物、情報など様々な交流が図られ、地域の活性化が期待できます。

阿波おどりに代表されるような多くの人でにぎわう徳島づくりを
目指して、「阿波とくしま」にふさわしいにぎわいの創出を推進し
ます。

■地域資源の活用、市町村や地域団体との連携による集客力の向上
・大都市圏において、観光物産キャンペーンを開催し、阿波おどりや県産品を積極的に活用し

て、イベントの集客力を向上し、本県の県産品のＰＲと観光誘客を図った。(観光政策課）
◆「オール徳島」観光商談会（東京） H30.5.15
◆「オール徳島」観光セミナー（東京）H30.9.13
◆徳島観光セミナー（札幌）H31.2.12～13 （福岡）H31.3.29

・阿波おどりや本県の物産等徳島の魅力を丸ごと体感できる「まるごと徳島Day」を大阪市内で
開催した。（関西本部）
◆まるごと徳島Day（大阪）H31.1.14

・ 「とくしまマラソン２０１９」（H31.3.17）の開催を支援した。（にぎわいづくり課）
・とくしまマラソンの前日に、「ファンラン」を開催するとともに、マラソン前日と当日には

徳島の食や文化をPRするグルメブースや藍染め体験ブースを設置したほか、阿波おどり等の
ステージイベントを開催した。（にぎわいづくり課）

・「マチ★アソビvol.20」(H30.5.4～6）、「ぷち★アソビvol.7」(H31.2.23～24）
「マチ★アソビvol.21×国際アニメ映画祭」(H30.9.22～10.8)の開催を支援した。
（にぎわいづくり課）

・「怪遺産」認定地がある徳島県、岩手県、鳥取県の3県が、地域活性化、観光誘客を図る
「怪フォーラム2019 in 京都」を京都府で開催した。（観光政策課）

方向性方向性

（１）イベントの開催などによる集客（１）イベントの開催などによる集客

26

怪フォーラムとくしまマラソン
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■交流人口の増加
・合宿や交流試合を実施するためのワンストップサービスを実施するとともに、スポーツ合

宿を扱う旅行代理店や大学・企業に対してＰＲ活動を行った。（にぎわいづくり課）
・鳴門渦潮高校と鳴門・大塚スポーツパークを中心に、県内のスポーツ拠点を活用して、高

校生のトップアスリートを招聘し、合同練習・試合をとおして、県内の高校生競技力の向
上につなげるとともに、交流人口の増加を図った。（体育学校安全課）

・観光に適した新たなサイクリングコースの設定やサイクリングマップの作成等を行い、
「自転車王国とくしま」ブランドを強力に発信した。併せて、「TOKUSHIMAサイクル
フェスタvol.2」や「サイクルトレイン運行」等を実施した。（スポーツ振興課）

■プロスポーツチームの集客力や情報発信力を活用してのにぎわいの創出
・優秀選手の表彰、小中高生招待事業を実施した。また、「徳島ヴォルティスホームタウン

協議会」によるホームゲームを活用した連携事業（ホームタウンデー）や県民デーを実施
した。（にぎわいづくり課）

・(株)ジェイテクトとの間でVリーグに所属する男子バレーボールチーム「ジェイテクト
STINGS」に係る包括連携協定を締結し、ホームゲーム開催に関する広報や運営支援を行っ
た。（スポーツ振興課）

（３）スポーツによるにぎわいづくり（３）スポーツによるにぎわいづくり

■コンベンション実施主体への助成
・国内・国際コンベンションの誘致を促進するため、開催計画などの情報収集と意向調査に

努め、関係団体等にその情報提供を行った。また、魅力あるアフターコンベンション情報
を主催者に対して的確に発信し、県内での滞在日数や周遊箇所数の拡大に努めた。
（県観光協会）

・コンベンション主催者に対する開催経費や郷土芸能等のアトラクション、シャトルバス運
行等の助成を行い、延べ1000泊以上のコンベンションについては、さらに県立施設の使用
料相当額の助成を行うことで、コンベンション誘致促進を図った。（県観光協会）

・全国規模のＭＩＣＥ誘致促進を図るため、主催者側で開催の決定権を有する責任者などが
コンベンション施設等の視察を希望する場合は、積極的に提案を行った。（県観光協会）
◆国際MICEエキスポ（東京）
◆大阪ＭＩＣＥディスティネーション・ショーケース（大阪）

（２）コンベンション誘致（２）コンベンション誘致





年
度

年
度

宿泊者数
万
人

226 25 222 300 30
誘客コンテンツの整備や効果的な情報発信な
ど、宿泊者数増加及び観光誘客促進に向けた
取組みを実施した。

観光政策課

外国人宿泊者数 人 32,310 25 116,230 80,000 30

重点市場である香港、台湾でのプロモーショ
ン、ＴＶ局の取材の受入れ、ＳＮＳでの情報
発信など、宿泊者数増加及び観光誘客促進に
向けた取組みを実施した。

海外誘客室

コンベンション参加者数
（中四国規模以上）

人 96,494 25 111,314 130,000 30
積極的な誘致活動、開催助成金の支給等によ
り、コンベンション誘致の促進に取り組ん
だ。

観光政策課

延べ宿泊者数＜再掲＞
万
人

226 25 222 300 30
誘客コンテンツの整備や効果的な情報発信な
ど、宿泊者数増加及び観光誘客促進に向けた
取組みを実施した。

観光政策課

延べ観光入込客数
万
人

1,964 25
1,951
(H29)

2,300 30
誘客コンテンツの整備や効果的な情報発信な
ど、宿泊者数増加及び観光誘客促進に向けた
取組みを実施した。

観光政策課

「おどる宝島！パスポート」
発行数（累計）

冊 20,000 25 228,000 200,000 30

県内の観光地や宿泊施設、飲食店等において
「おどる宝島！パスポート」を配布し、リ
ピーターの来県を促進する取組みを実施し
た。

観光政策課

「マチ★アソビ」
年間参加者数

千
人

113 25 155 160 30

海外アニメイベントにおいて、「マチ★アソ
ビ」をＰＲするとともに、海外からコスプレ
イヤーの招聘や観光モデルコースの検証を行
うなど誘客の促進に努めた。

にぎわい
づくり課

「とくしまマラソン」
２万人大会の開催

大
会

1万人 25 1.5万人 2万人 30 「とくしまマラソン」の開催を支援した。
にぎわい
づくり課

体験型教育旅行における
協議会受入泊数

泊 5,646 25 4,498 7,000 30
本県の持つ豊かな自然や食材等を利用し、教
育旅行の誘致・受入れに積極的に取り組ん
だ。

観光政策課

コンベンション参加者数
（中四国規模以上）＜再掲＞

千
人

96 25 111 130 30
積極的な誘致活動、開催助成金の支給等によ
り、コンベンション誘致の促進に取り組ん
だ。

観光政策課

外国人延べ宿泊者数＜再掲＞
千
人

32 25 116 80 30

重点市場である香港、台湾でのプロモーショ
ン、ＴＶ局の取材の受入れ、ＳＮＳでの情報
発信など、宿泊者数増加及び観光誘客促進に
向けた取組みを実施した。

海外誘客室

外国人延べ入込客数
千
人

38 25
105

(H29)
100 30

重点市場である香港、台湾でのプロモーショ
ン、ＴＶ局の取材の受入れ、ＳＮＳでの情報
発信など、宿泊者数増加及び観光誘客促進に
向けた取組みを実施した。

海外誘客室

「とくしま観光講座」
受講者数（累計）

人 513 25 933 900 30
着地型旅行商品造りの手法や販売戦略等につ
いてのセミナーを開催した。

観光政策課

体験型観光のインストラク
ター研修の実施数（累計）

回 18 25 40 28 30

「南阿波よくばり体験推進協議会」及び「そ
らの郷」において、インストラクターの研
修・養成講座を開催し、体験型観光指導者の
育成に取り組んだ。

観光政策課

「おどる宝島！パスポート」
発行数（累計）＜再掲＞

冊 20,000 25 228,000 200,000 30

県内の観光地や宿泊施設、飲食店等において
「おどる宝島！パスポート」を配布し、リ
ピーターの来県を促進する取組みを実施し
た。

観光政策課

とくしま特選ブランドの
商品総売上額

億
円

14 25
106

(H29)
28 30

世界に誇れるトップブランドをコンセプト
に、国内外に誇れる品質、商品ストーリー、
独自のこだわりの各要素を持ち合わせた県産
品を「とくしま特選ブランド」として広くＰ
Ｒした。

観光政策課

「徳島県観光振興基本計画（第２期）」数値目標
平成３０年度 進捗状況一覧表

数値目標（項目）
単
位

現況値 目標値
Ｈ30年度進捗状況の説明

（30年度実績値がない場合は、
29年度進捗状況とする）

所属
実績値

(30年度)

＜７つの基本方針＞

１　将来の観光を担う人材の育成

２　｢阿波とくしま」の魅力あふれる観光地づくり

【戦略目標】

【個別目標】

＜３つの核となる重点施策＞

１　観光目的客の取り込み　～個人旅行の誘客促進～

２　ビジネス目的客の取り込み

３　「訪日外国人４０００万人時代」に向けた取組み

２８



年
度

年
度

観光の日における
美化参加団体数（累計）

団
体

55 25 77 150 30
県内の市町村において、各地の美化活動の推
進に取り組んだ。

観光政策課

県南地域への「四国８の字
ネットワーク」の整備

－

鳴門JCT
（仮称）
～徳島IC
整備促進
用地取得
完了（本
線工事着

工率
100％）

25

徳島JCT
（仮称）
～阿南IC
（仮称）
工事全面
展開中

徳島JCT
（仮称）
～阿南IC
（仮称）
工事全面
展開中

30
徳島JCT（仮称）～阿南IC（仮称）について、
用地取得及び工事を促進した。

高規格
道路課

延べ宿泊者数＜再掲＞
万
人

226 25 222 300 30
誘客コンテンツの整備や効果的な情報発信な
ど、宿泊者数増加及び観光誘客促進に向けた
取組みを実施した。

観光政策課

延べ観光入込客数＜再掲＞
万
人

1,964 25
1,951
(H29)

2,300 30
誘客コンテンツの整備や効果的な情報発信な
ど、宿泊者数増加及び観光誘客促進に向けた
取組みを実施した。

観光政策課

体験型教育旅行における
協議会受入泊数＜再掲＞

泊 5,646 25 4,498 7,000 30
本県の持つ豊かな自然や食材等を利用し、教
育旅行の誘致・受入れに積極的に取り組ん
だ。

観光政策課

とくしま農林漁家民宿の
体験宿泊者数

人 1,780 25 4,216 3,200 30
農林漁家民宿を対象とする研修会の開催や新
規開業支援、ＨＰやイベント等でのＰＲ活動
に積極的に取り組んだ。

鳥獣対策・
ふるさと創

造課

県産品を使ったメニュー・
商品開発数（累計）

件 107 25 255 220 30
コンビニエンスストアやスーパーマーケット
等との連携による県産品を使った商品開発を
行い、県産品の魅力を発信した。

観光政策課

観光情報サイトアクセス件数
万
件

70 25 56 90 30
「阿波ナビ」サイトの改善や、提供情報の充
実を図った。

観光政策課

県外で県産品を食べられる
店舗数

件 62 25 179 150 30
県外で県産品を食べられる店、県外で県産品
が買える店を掘り起こすことにより、県産品
の販売体制の充実を図った。

観光政策課

県産品を使ったメニュー・
商品開発数（累計）＜再掲＞

件 107 25 255 220 30
コンビニエンスストアやスーパーマーケット
等との連携による県産品を使った商品開発を
行い、県産品の魅力を発信した。

観光政策課

アンテナショップ(コンビニ)
の新規取扱商品数（累計）

件 181 25 611 400 30

全国に向けた、徳島県産品・観光の情報発信
や県産品の販路拡大を実現するため、コンビ
ニ協働事業を活用したアンテナショップ等に
よる展開を実施した。

観光政策課

映画、ドラマ、ＣＭ等の
ロケ撮影支援件数（累計）

件 265 25 489 380 30
的確な情報提供とアテンドにより、県内ロケ
の支援・誘致を積極的に行った。

観光政策課

外国人延べ宿泊者数＜再掲＞
千
人

32 25 116 80 30

重点市場である香港、台湾でのプロモーショ
ン、ＴＶ局の取材の受入れ、ＳＮＳでの情報
発信など、宿泊者数増加及び観光誘客促進に
向けた取組みを実施した。

海外誘客室

外国人延べ入込客数＜再掲＞
千
人

38 25
105

(H29)
100 30

重点市場である香港、台湾でのプロモーショ
ン、ＴＶ局の取材の受入れ、ＳＮＳでの情報
発信など、宿泊者数増加及び観光誘客促進に
向けた取組みを実施した。

海外誘客室

ひょうご・とくしまツーリズ
ムバス助成件数（累計）

件 267 25 406 410 30
兵庫県と連携したバス団体旅行への支援を行
うことにより、広域観光の推進に取り組ん
だ。

観光政策課

コンベンション参加者数
（中四国規模以上）＜再掲＞

千
人

96 25 111 130 30
積極的な誘致活動、開催助成金の支給等によ
り、コンベンション誘致の促進に取り組ん
だ。

観光政策課

「とくしまマラソン」
２万人大会の開催＜再掲＞

大
会

1万人 25 1.5万人 2万人 30 「とくしまマラソン」の開催を支援した。
にぎわい
づくり課

４　情報発信の強化による「観光とくしまブランド」の確立

５　国際観光の推進

６　広域観光の推進

７　「阿波とくしま」らしいにぎわいの創出

３　新たな観光旅行の開拓と滞在型観光の推進

目標値
Ｈ30年度進捗状況の説明

（30年度実績値がない場合は、
29年度進捗状況とする）

所属

「徳島県観光振興基本計画（第２期）」数値目標
平成３０年度 進捗状況一覧表

数値目標（項目）
単
位

現況値
実績値

(30年度)

２９


